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（2016. 10. 9. 於：京都キャンパスプラザ） 
シンポジスト：Jan Abram（英国精神分析協会訓練分析家、 
University College London 精神分析ユニット招聘教授） 
       北山 修（北山精神分析室） 







精神分析協会精神分析家で『The Language of Winnicott: A Dictionary of Winnicott’s Use of Words（邦
訳は館直彦（監訳）『ウィニコット用語辞典』）』の著者、そして『Donald Winnicott Today』の編者で




この開催のきっかけは同年 8 月に京都大学にて行われた Jan Abram 先生の集中講義にある。Abram
先生は招聘教授として約 3 か月日本に滞在されたが、我々大学院生と先生の最初の接点がこの集中講義





                                                  
1  I、Ⅱは藤居が、Ⅲ編集作業は高澤、村井、山口、國弘、藤居が、Ⅲ翻訳は当日の松本氏の訳を参考
に高澤が担当した。 










































































協会の Jan Abram 先生，北山修先生，岡野憲一郎先生に本日お越しいただきました。そし
て松本寿弥先生に今回通訳としてお越しいただいています。そのことについて岡野先生から
一言お願いします。 
岡野 松本先生をご紹介します。KIPP でいろいろ通訳のお仕事もなさっています。KIPP とは京
都精神分析心理療法研究所のことです。Kyoto Institute of Psychoanalysis and 
Psychotherapy、ですね。彼はバイリンガルなので、おそらく完璧な通訳をして下さいます。
それではよろしくお願いします。 
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図 3. 


























の用語を使うなら transitional object みたいなも
のが必ず出てくる。私の研究では 50％出てきます。
西洋ではこれはほとんど出てきません。この間を






って日本人が聞かれると、必ず side by side で何かを眺めているところを思い出すことが多
いですね。そういうと、浮世絵の中もそうです。
（図 5 歌麿『婦人相学拾靆 風車』）これを私は大好きなんです。歌麿
の母子像で中に挙げられている transitional object とおぼしきものは風
車です。それともう一つはここにウィニコットの言うところの holding
が必ず描かれている。holding があってそれを仲介する object があると







                                                 
2 発達心理学者
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北山 そんなことない、うん。politically incorrect ですか。
会場 （笑）
北山 あ、そうですか（笑）。（図 12 長喜『蛍狩』）僕、この絵好きで
すね。これは僕の少年時代を思い出します。これは蛍ですね。こ
こで強調されているのは、僕が外国で発表するときは、“not only 
Fort/Da, but also Da/Fort. It's disappearing. They are going away. ”出てくるのも美しい
けれども、ここでみんな死んでいく。僕らは知っていますよね、蛍が短命であることを。だ
から、母子関係が transient であることを映し出しているのじゃないのかということです。









図 12. 図 13.
図 14.
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るところがある。
（図 15 J. B. Simeon Chardin 『シャボン玉遊び』）ところが、このシャボン玉だとかそう




と思うんですけれど、決してこのうちが冷たいわけではないです。（図 16 J. B. Simeon 
Chardin『洗濯女』）で、ウィニコットの概念です。だから、ウィニコットの transitional object
の記述には、よく読んでみると、はかなさが描かれている。消えゆく transitional object は同
時に transient であるっていうことを記述していると私は読むんですよね。つまり、やがて消
えていく、やがて捨てられる、やがて忘れられてしまうというような類のものを transitional 























にそういったものがある、それは ephemeral beauty であると。それで、フロイト Freud、 S. 
の『Vergänglichkeit』(1916) を引用します。“Aber Ich bestritt dem pessimistischen Dichter, 
daß die Vergänglichkeit des Schönen eine Entwertung esselben mit sich bringe. Im 



























                                                  
3 後出の『Japanese Contributions to Psychoanalysis』 (日本精神分析協会が 2004 年から 3 年ごとに
発行している雑誌）の内，Vol.3 (2010), 4 (2013)のことを指していると思われる。 

































                                                  
4 Kitayama, O. 2010 Amae and its hierarchy of love. In Prohibition of don’t look: Living through 
psychoanalysis and culture in Japan, Iwasaki Gakujutsu Shuppansha, pp.68-79. 
Okano,K. 2017 Passivity in Amae relationship and the fantasy of “genuine love”. American 
Psychoanalytic Association, 86th annual meeting.  
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たと思います。そのことが関係しているのではないかと思います。それともう一つは土居先
生が Balint をどうして引用して、ウィニコットを引用しなかったということに関しては、私







































































岡野 フロイトとフリース Fliess, W.6 の関係を考えると、すごく甘え合ってたと思うんです。お
                                                  
5 古澤平作。土居の教育分析を担当した。 
6 フロイトが長きにわたる親交を結び学問的な交流を行った相手として知られている。 












ットが、good enough という言葉を使ったでしょう。これって、halfway between goodness 





























































北山 だから、土居さんの authoritative な attitude がクライエントの甘えを引き出すんだって。
だって、あなたに対抗するには甘えるしかないじゃない、上から目線の人に下から目線で応
じるしか。かわいがってもらうためには、ですよ。ということが一つあります。だから、こ
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れはこの論文に織り込まれています。これを一つ強調しておきたいと思うんですね。で、も
う一つ「パワフル」の問題ですけれども、私はパワフルというよりも、maternal adaptation


































































































































































































































                                                  
7 イギリスの精神科医、精神分析家 
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